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I、消費者行動モデル

　完全予見能力をもち，合理的に行動する代表的個人が想定され，彼の行動様式すなわち

彼が直面する最適化問題は以下に説明されるようたものとする。制約条件とたる資産蓄積

方程式は

　　11〕　　λ”＝ナλ”十豚一C

であり，λM1実物資産，ク＝利子率，W一非利子所得，C’消費とする。これらはいずれ

も時間オの関数とする。P一人口，ρ一効用害邊引率，c一ユ人当り消費，α”一ユ人当り実物

資産とし，消費者の総効用は，

　　（・〕γ（；）一卜州中1）1励

すなわち生涯O≦f≦Tでの消費による効用と，ε一ρ叩（τ）5［皿班（T）コすたわち臨終時点τ

で残す遺産からの効用の和として規定される。矢印は期間全体に関することを強調するた

めに付してある。この種の消費者行動は，Y舳ri［7］でbequest　motiYe　problemと呼

ばれたものである。効用関数σとSは強凹，2階微分可能，1一σ（σ＞O）同次と仮定する。

更にσは限界効用の弾力性に等しいと仮定すれば，時間選好率f。を示すR刮msey－Keynes

の公式は，

　　　　　f。（f）’ρ一（σ”μ）（∂cμオ）

　　　　　　　一ρ十σ（1／c）（”cμ彦）

となる。

　これまでの関係を，人口成長率πと労働増大的技術進歩卒τの和である自然成長率γで

割引いた変数で書き直すことにしよう。

　　　　　α”ゴλ”e｝，m＝We｝，c血Ce一μ，2＝ρ十στ一γ

とすれば，α”je一μλ班一γ切”だからωは，

　　（3）　αし（廿一γ）””十m－c
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とたる。また，

　　　　　e一”（’）σ［o（ま）ト［P（O）コσe一』例。）

　　　　　色一ρ「p（7、）S［n”（コ『）］一［jp（O）］血e－jT8［α”（T）コ

だから目的関数は，

∫ T
　e一”σ［C（オ）］励十e一”8［αM（τ）コ

。

と書ける。

　分析を行なう上で，定義関係を更に加えもう少し変形しておくのが好都合である。π（岩）

＝ク（’）一γとし（3〕より，

パ似榊J榊榊）
刈・／卜／1伽・（f）励

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→を得る。この式は右辺の現在価値総額が左辺で消費。と遺産α班（T）という2つの用途に

分かれることを示している。右辺第2項を人的資産α叩）の初期値α∬（O〕と定義し，総資

産をψ）刊”（f）十”∬（i）と定義する。特にα亙（η一〇だからこれより切（ア）一αM（τ）とた

ることに注意されたい。この総資産のタームで（3〕を書き改めれ1ま，

　　14〕　　α；m－c

とたる。従っでわれわれの想定する消費老行動は，

∫ T
　e］”σ［C（’〕コ励十e一”S［α（τ）］→maX
o

　　　　　S．f．　　　　α，π四一C

と定式化される。ここにα（0）は所与とされ，州≧Oである。

　さて，このようた最適化問題に対してまず問題とたるのは，最適消費計画がr存在」す

るか，それはr一意」に定まるか，そのr性質」はどんなものかという一連の疑問であろ

う。このうち存在証明は多分に数理技術上の問題であり，紙数の制約からも省略すること

にしたい。次節で主として局所的た最適行動の性質が分析され，第皿節てば1つのアグリ

ケーションによる分析がされることにたる。

I．最適消費行動の特性

　局所的た（微分可能性に依存するという意味で）特性を見るのには，ポントリャーギン

の最大値原理を適用するのが手っ取り早い。補助変数を〃）としハミルトニアンは，

　　　　　冴＝・σ（c）十ク（m－c）
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と書かれ，必要条件は，

　　　　　ぴ（c〕一ク

　　　　　〃ク＝λ一r

とたる。棚（O）は既知事項だから終期条件

　　　　　ク（τ）一∫’［α（τ）コ

で最適計画の叙述が完結する。

　定理1．消費者の最適行動は，微分方程式

　　（a）　　α＝m－c

　　（b）　〃カ宣2－7

と条件

　　（c）　　ぴ（c）一カ

　　（d）　ψ（r）＝5’［α（η］

で表わされるものである。

　消費の限界効用が（b）の右辺で示される成長率で成長し，臨終時では消費の限界効用と遺

産の限界効用が相等しくたる必要があることをこの定理は述べている。

　同一の内容を異なった言い方で述べることができ，経済学的意味もその方がはっきりす

る。（C）を（b）に代入して6（10gぴ）μト2一クー従って

　　（1〕　　　ク（幻一2－d（log乙汀）ノdf＝ク。一γ

を得る。故に定理1の条件（b）と（o〕はr－7。すたわち利子率と時間選好率が等しいことに同

値である。I11〕式のような蓄積方程式に対してλ”を不変に保つ。の増減比〃μfの極

隈を計算し，その変化率をとればそれが利子率グに他ならないことを知る。このような概
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1）
念は普通にいう限界変換率であるから，ク＝㌘。は限界変換率＝時間選好率と読める。

　定理1’．消費者の最適行動は，予算制約

リこか吻榊柵／ζ市㌧（τ）州

と，限界変換率と時間選好率の相等

　　（b）　　rイ。

および計画期末での限界効用条件

　　（c）　　ぴ［c（τ）トS’［α（τ〕］

を満たすものである。

（1）時間選好率と限界変換率の正確た意味内容については，字沢〔5〕を参照せよ。
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　たお，τ時点以外での限界効用条件は，定理ユ（b）から〃〕を解き広＝τとしク（O〕を決

定して，

　　（、〕ぴ［。（オ）］ピ／：［・（H伽，町、（。）］

と求まる。

　定理1はσと∫が凹であることから実は十分でもあり，そのことを示す過程で最適計

画が存在するたらば一意的であることが証明される。

　定理2．最適消費計画は一意的に定まる。また定理！の条件は十分でもある。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一→・　→証明．α’（Oトαoと条件（a），（b〕，（・），（d）を満たす実行可能た計画を（c工，α1）とし，それに付随

する補助変数を〃〕とする。また田宮（Oトα。と（乱）を満たす他の任意の実行可能た計画を
一→・→
（c2，α2）とする。このとき

い［σ（・）一州1叶・・［叶叶〃イ

十ク（CLO里）十ク（“しO11一四1ドカ（舳繧一CLα2）］励

　　　　　十グ・［σ（・）一㈹一昨・里）・州μ）一力（μ）1励

　　　　　　　　　・／こ州7・ター初）（州1・・十w刊二

不等式への移行はσの山性と／ニカ（6L柵の部分積分による。条件（・）を用いれば結

局，

∫ τ
　e一”［σ（cl〕一σ（c皇）コ励＞一e一”力（T）［α1（T）一α呈（τ）コ

O

とたる。sの山性と条件（d〕を使えば，

／い岬f柵“仰／－／／二州・）糾州柵／

　　　　　　　＞一e一”カ（T）［切’（T）一”2（T）］十名一”S’［側1（T〕一α2（τ）コ

　　　　　　　，O

　　　　　　　　　　　　（2）
これが証明すべきことであっ牟。（誰了）

次に’も時点の（消費）割引価格を

、（。）、グ／：7（・）・・

と定義しこれを使って予算制約式を書けば，

（2）これにはC日昌宮〔2〕と大槻〔4〕を参考にした。
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∫ T
　9（チ）c（｛）d左一トσ（コr）α（T）三α（O）

o

　　　　　　　　一十　　→　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一十　　．÷

となる。α（O）‘〃，σ刊1の下で選択される計画を，条件を明記して（c1，砲1；”o1，σ1）

と表わすことにすれば，よく・知られた顕示選好の弱公理が成り立つことは明らかである。

　　　　　　　　　　　　　　　　一十　　→　　　　　　　→　　　　　　→　　　．÷　　　　　　一÷
定理3．（顕示選好）2つの計画（cl，田1；αol，g1）と（c2，α2；α02，q2）と一 �lえる。

　もしも

（・）∫二洲榊舳・）・（・）≦ぺ

　　　→　　→　　　　　　　’十　　　　→　　→　　　　　　　→
でかつ（C1，α㌧αO1，91）≠（O望，α筥；α02，のならば，そのとき

（・）／二舳（1附（・）・（・）・〃

が成り立つ。

　　　　　　　　　→　　→　　　　　　　　→　　　　　　　→　　　→　　　　　　　　→
　系3．2つの計画（cユ，が；α01，4工）と（c2，♂；αo宮，σ宮）とを考え，この2つの計画

　が同じ大じ大きさの効用をもたらすものとする。このと．き次の不等式が成り立つ。

同／こグ（榊）外グ（・）へ・）・吻’・

（・）∫二㈹州糾グ（・）・（・）≧ぺ

証明．（a〕ではなく

∫ T
　2i（士）c呈（f）励十91（T）α2（τ）＜αo工

。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→　　一→■であるとする。そうすると、予算制約の下でより多くの消費が可能になり，従って（cぞ，”丑）

　　　　　　　　一斗　　一十
より大きた効用が（cユ，αユ）で得られることになり仮定に反する。（b）についても同様。（証了）

皿一、1つのアグリケーション

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→0≦’≦「における消費からの効用積分をγ（c）で示す。

1・〕ナ（？）十・卿）1∂f

／1〕を最適計画に沿って全微分し

〃一 ^二州（・）舳

定理1からび（c）＝ク，〃クー2一γ，これを使って部分積分すれば

　　　　　㎡γ＝ψO伽re一”伽6吻
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すたわち

　　／・〕トん告吋・牝舟1v。舳一、劣、

これらの符号は順に正，負，正である。

　定理4．切。，伽，γを関連づける変換曲面は（α。，仰，γ）空間で凸である。

証明，効率的た2つの計画の凸結合が実行可能であることがいえればよい。2つの効率的
　　　　　一与　→　　　　一十　　→
な計画を（c，田1），（c宮，皿宮）とする。そして対応するγを各々γ工，γ2とする。次のよ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→　　　一“うな2つの計画の凸結合で定義される計画（c血，剛を考える。ただしO≦α≦1，O≦f≦T

とする。

　　　　　c皿（c）1c1（庄）十（ユーα）c里（f）

　　　　　α皿（工）一mi（チ）十（1一α）α里（ま）

このようた計画が実行可能，すなわち予算制約式を満たすことは容易に確かめられる。

　　　　　二1（1）一α柵）十（！一α）ら・（1）

　　　　　　　一αこmユ（f）一〇i（広）］十（！一α）［m2（去）一。宮（ま）コ

　　　　　　　＝ク［岨α（f）十（1一α）α2（’）］一［αci（チ）十（1一α）c2（f）コ

　　　　　　　＝m皿（オ）一む皿（サ）

　　　　→　　→次に計画（c血，α岨）はσが凹だから実際の所αγ1＋（1一α）γ2よりも大き’た効用をもた

らすことを見る。

昨）十岬［ぴ（1）1加／二州一・（1）・（・一αW）1批

　　・1卜Ψ（1）1糾（・一1）／二・一町［棚1

　　　　　　　　一“γi＋（1一α）γ筥．（証了）

　系4．任意の皿（O）4oに対してγと伽を関連づける変換曲線は（K仰）平面で凸で

　ある。

証明．集合X＝｛（疵。，吻，γ）：α（O）一0。，⑦（τ）刊丁，γ（元J）が実行可能｝は前定理

より凸集合。2点（αo，伽ユ，γ1），（αo，吻筥，γ2）‘Xを考えれば，O≦α≦1に対して

　　　　　（吻，α伽i＋（1一α）α〆，αγ工十（ユーα）γ2）直X

従って，集合γ＝｛（仰，γ）1固定した的に対して（αo，仰，γ）εx｝もまた凸集合であ

る。（証了）

　更に消費老は準四一すなわち限界代替率逓減を示す一総効用関数w（伽，γ）をもつと

する。このw関数は勿論

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　33
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附γ）一
^二州（・）糾1一』巧［1（・）1

で定義される。最適条件は通常のように，限界変換率と限界代替率の相等であり

募一釧、＿討

　これは定理！の条件（d）に他だらたい。γには定理1の条件（a〕，（b〕，（o）を満たす消費径路

が伴っているので，これによりわれわれは消費。の選択をγの選択に変換する一種のア

グリケーションを行なったことにたる。

　各時点での沽費。（i）は経済学的には’が異たれば別の財とみたすべきであり，そのよう

な多数財の選択問題を，1r財」γにアグリゲートしたことは，γと伽について代替効

果と所得効果を2次元の図で説明できるかどうかという重要た問題を必然的に伴うもので

ある。成長率γでデフレートした総資産の初期値α（O）は，生涯の非利手所得の現在価

と実物資産の初期保有量α”（O）の合計として定義され，それはいわば生涯資産（lif・t三me

weaIth）と呼べるような内容のものであった。われわれのモデルにふさわしい所得効果の

定義は従って次のようなものとなるだろう。

　定義．生涯資産α（0）の変化が消費者の最適計画。，γ，伽に与える効果を，所得効果

　という。

　最適計画（c，伽）をαoの関数とみて，定理！’（a〕の予算制約式をαoで偏微分し

ピ伽蒜肘∫1市’lll一・

を得る。達成可能な最大総効用をαoの関数とみて，αoで微分し

　　　　　肌）一／ト州・）若糾州（伽）昔

　　　　　　∂γ　　　　　　　∂仰　　　　　亡　　十2』”∫’（吻）一
　　　　　　∂αo　　　　　　∂αo

皿12〕式をこれに代入L13〕を用いれば

｛、〕肌）、、／：［・一／1㌦（。、），、／l［・（・）一・1・・ぴ［。（サ）コ

これよりαoの変化が総効用に与える効果は常に正である。先の式をもう1度微分し単純

化すれば，

舳）亡 ｢岬）1（音）2糾州（伽）（昔）2

を得るがこれは常に負である。（4〕をがで微分しW”（0。）＜Oを使えば（∂伽ノ∂α。）＞O，従
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って（4〕の右の方から∂c／∂αo＞Oがわかり，それ故∂η∂αoもまた正である。

　定理5．所得効果はすべて正である。すたわち，

　　　　　∂c（茸）ノ∂”。＞O

　　　　　θ吻ノ∂例。〉O

　　　　　∂η∂αo＞9

　代替効果については，利子率変化による効果と考えることにする。所得効果の場合に

は，定理5より，横軸に吻，縦軸にγを取った2次元の図で，凸の変換曲線が右上方に

拡大し最適点の右上方への移動として表わせる。けれども代替効果についてはこのように

単純にはいかたい。γの価格がうまく定義できたければならず，2次元の図示には効用関数
　　　　　　　　　　　　　　（3）
が1次同次であることを必要とする。われわれは教育的には有用であることを認めるが，

そのようた強い仮定を要請する分析は放棄し，限界効用逓減の仮定を保持しつつ計算によ

ってどれだけのことがいえるかを次に調べよう。

　代替効果を次のように定義する。

　定義．利子率の変化が消費者の最適行動に与える効果で，たとえ生涯資産α（O）の変化

　がなくとも生ずる効果を代替効果という。

　これを調べるためには効用関数についてはっきりした情報をもたねばならたい。限界効

用が一定の弾力性σのをもっという仮定を思い出そう。これより一般性を失うことなく

　　　　　ぴ（c）≡c一血

　　　　　5’（伽）亡〃Iπ

とすることができる。そして最適消費計画は

　　　　　ψイγ（圭）一λコノσ

を満たすものである。α（’）＝〔ク（サ）一コ／σとする。上式を積分し

、、〕㈹自舳／1榊

特、こ灯）．舳／㍗（1）批であり，定理プ⑫）からぺ、）を知る。従って

（、）㈹＝ぺ、ノ（1）励

（6〕を（5〕に代入しそれを定理1’（a）の予算制約式に代入すれば，

（3）Liviatan〔8〕およびGreen〔9〕の第4章を参照せよ。
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（・〕川パ舳小）”馬r職1州
を得る。こコの中は正だからα（o）とα（「）は正の相関関係にあり，その係数は利子率
　　　→　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→

の系列7に依存している。また，α（O）自体もその定義からやはりハこ依存しているが，

その構成要素のうち利子率と無関係なα”（0）が下落したのであれば，明らかに遺産の水

準もまた下落する。もしもすべてのO≦サ≦rに対して常にα（f）≧Oすなわちπ（f）≧λで

あれば，任意の時点に捌プる利子率の上昇（連続性一より実際は毛の近傍でも上昇）は，17〕

の［コを減少させα（O）もまたα”（O）の減少によって減少するから，α（T）も明らか

に減少する。逆の場合は逆である。

　次に利予率変化が消費に与える効果を見てみる。α（O）に変化がたくても利子率の上昇

は〃（T）従って。（T）を減少させるから（6はり。（O）を減少させることがわかる。任意

6時点の利子率上昇はα（O）の変化がたくても，手べ七あ時点の消費を減少させる。この

ことによって，通常のように利子率の上昇は消費を抑制し貯蓄を増加させるとは簡単に言

えないことがわかった。しかしこのようた帰結がすべてのO≦サ≦「についてグ（オ）≧2が

成立するという仮定に強く依存していることは記憶しておかねばならたい。

　定理6．限界効用の弾力性がσで一定であり，かつすべての0≦サ≦Tで7≧λ十rと

　する。このときには任意の時点の利子率上昇は，仮にα（O）が不変としても，すべての

　時点の消費。（オ），遺産α（T），γを減少させることにたる。利子率が下落する場合に

　は逆の結果にたる。

lV．租税を含む会計的関係

　I11〕式の蓄積方程式は，各種の租税が導入されるとどのように修正されるであろうか。

まず所得の支出形態の如何による租税の2つの種類，すなわち消費税と貯蓄税とを考え

る。肌と称で各々の税率を表示する。軌により消費支出は。ノ（1一剛となる。次に効

率労働者1人当り税（head　tax）を考える。その税額を物とすれば，経済全体での税額

は，P（f）e伽rP（O）m物となる。人口の単位をP（O）一1にとれば単にe舳厄であ

る。

　これら3つの税によりI（1〕式は

　　　　　〃一（ユーκ品）｛ク〃十W－Cノ（1一κ。）トm物｝

と修正される。表記を簡単化するために，租税パラメーター

　　　　　名F1一狐，劾＝！一坊，砂＝五岳μ。

を導入する。これを使えば上式は
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　　　　　一4”3島〃1M＋娩W一秒C一〃’為κ孔

とたる。

　一般性を得るために更に所得源泉の如何による2つの租税，つまり賃金と利子に課され

る税をも考慮しよう。舳，伽で各々の税率を表わし，前と同様

　　　　　幼完1一価，2F1一仰

とする。この2税により川〕式は

　　　　　λ”凹みrλ∬十2㎜W－C

となる。

　最後に5つの税を同時に考え，舳4皿幼，αとあは。，5，m，ブのどれでもよいとすれば，

蓄積方程式は

　　（1〕　　A∬＝為〃λ∬十Z品㎜W一秒C一α‘為柵

となる。政府支出と公債を考えたい場合には，実物資産λ班と民間資本ストックKは等

しく，

　　（2〕　　　’（＝屋wK＋為一〇旧7一〃C－er工2品κ’工

とたる。

V．租税の動学的効果

　ここでも各変数をがでデフレートするのが便利であり后＝施一μとすればW（2）式は

　　　　　仁（佃7－r）尾十z舳m一〃。一舳九

とたる。完全競争の下では生産関数を∫（尾）とし，クー∫’（冶），mイ（尾）イ冶（ユ次回次を

仮定）だから

　　｛1〕　　尾＝為㎜∫（尾）一［（2品㎜一為。）プ（尾）十γコ后一秒。一島蜥

初期時点での均衡α（O）＝尾（O）を仮定すれば，すべての時点でα（f），特にα（τ）一尾（T）

であることに注意せよ。消費者の最適化条件で時間選好率と等しくなる利子率は今の場合

伽rであり，限界効用の弾力性がσであればクr伽fは

　　（2〕　　　　c／c＝正為rプー’（冶）一λ一γ］／σ

と同値である。

　各種の税率に関する導関数を一般的に表現するのに，ダミー変数ζを導入し

　　　　　κFθ岨ζ，仰＝以，舳；θ舳ζ，κFθ。ζ，伽一θ克ζ

とする。（1〕と（2〕をζで微分し，得られた式を軌，北。，伽，伽，κ九がゼロつまり2につ

いては1の所で評価する。そして租税がたい時にはその時の競争的成長均衡。＊，尾＊に経

済があるものと想定する。c＊と紗は
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　　（3〕　c＊イ（伊）一γ尾＊，∫’（冶＊）＝ρ十στ

で特徴づけられる定常状態である。

1・〕 ﾍH．：プ（㍗」ll：〕

　　　　　　　　十／二：l1丁：1：1㌶㍗伽）み一（み．。）、伊．伽〕

これを固有値展開するのであるが，このまま
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（4）
では非常に煩わしいので次の補題を利用する。

　補題．　北（オ）一ル（’）十あ

を考え

昨／1111：い一／二11：〕｛・・

抄い一
^11〕・攻・）一・

とする。λの固有値をβユ，β2とし，㎜三一λ■16，M」物（O）一m宮とすれば

昨刈？〕・・

とできる。

証明．同次形£＝λ兀について考える。β、，β望一は異符号であるからβ・＞O，β・＜Oとす

る。対応する固有ベクトルは第2要素を1に標準化し（β・，1）’であることも直ちに計算

される。従ってβ。，β。を定数とし

炸／㍗〕／ll：：ll〕

と解ける。β、，β。は初期値に依存し

　　　　　β、一11・、（O）一β、κ、（O）］，β、一1［一κ、（O）十β、κ、（O）］
　　　　　　　β2一β工　　　　　　　　　　　　　　　　　　　β2一β工

兀（T）’OよりβFOでたければたらず，従ってβrユでありκエ（O）＝β、狗（O），故に

出（・ﾘ〕

（4）以下の分析手法はHa11〔6〕に負う所が大きい。
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次に非同次形兀一λ兀十bについて考える。ツを片兀十λ■Iあのように定義する。これよ

りψ＝κ＝ル，先の結果からだからツ、（O）1宣（O）βユ，m一一λ］ibだから兀二〃一α■ニトッ十m，

故に

剛・） ｡〕柵

そしてツ里（O）一物（O）一m2である。（証了）

　この補題をわれわれの問題に当はめると

■一：バ㍗

　　λ十1／λ君十4∫”（冶＊）・＊／σ

β・＝　　　2　　　　・
　　2r／λ2＋4∫”（尾＊）・＊／σ
β呂＝

　　　　　　　2

炸［1：：1：l

1＋：ll∵lll：1二：驚仇炉．（み凹、）、併．伽／

M』匁（0）一m2

mユーλ（θ畠十θ、）∫’（后，）＿（θ岳十θ、）γ尾・＿（θω十θ。）・L（θ、一θω）MLθ九

　　　　　　ア”（桝）

m、一（θ岨十θ、）！’（尾斗）

　　　　　　∫”（冶＊）

われわれは考えている期問が十分長いものとして，θを税率と見なすことにより線型近似

とし各種の租税の効果を調べる。

　租税政策の変化は初期消費のジャンプをもたらすかも知れたい。ルでその大きさを示

し，工。，工此で各々定常状態からの長期的乖離を表わすことにする。これまでの分析から

租税政策の変化により擾乱された経済の従う径路は

　　（5〕　c（’）一〇＊十五。十（∫r工。）eβ。j

　　16〕　的）’尾＊十五比一工比eβ。‘

で表わされる。長期的効果は以前のバクトルmで示され

　　（7〕　L月一2（θ1＋θ。）尾＊一（θ・一θ。）γ尾＊一（θω一θ。）c＊一（0γ一θ㎜）肋ポθ1．

　　18〕　五此＝一（θ苫十θ。）卿肋＊

（7），（8〕式中の肋＊は冶＊での資本の限界生産力の弾力性である。
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　　　　　　肋1＿＿炉！”（冶斗）

　　　　　　　　　　　∫’（桝）

ハは0ζ（O）であり（4〕に0ζ（O）一β・（ルーム），叔（Oト0を代入することによって求められ

る。

　　（9）　∫o＝一β2（θ蛆十θ。）尾＊／肋＊一（θ苫十θ・）γ冶＊一（θω十θo）c＊一（θγ一θω）M＊一θπ

関連する租税のθのみを残し，それ以外のθをゼロとすることによって各種の租税のもつ

長期的効果と，経済の径路を見ることができる。

　人頭税の効果

　　　　　五〇＝一〇＾，　　L此＝O，　　Jo＝一〇κ

　　　　　C（’）＝C＊一θ九，尾（まト后＊

　消費は初期に税額だけ減少し，以後は前の定常状態より税額だけ少ないこの水準を維持

する。資本には何の影響ももたない。

　消費税の効果

　　　　　五〇；一θoc＊，　∫oヨー0oc＊，　エニ比＝O

　　　　　O（オ）一C＊一θoC＊，　　尾（’）＝尾＊

　消費税は消費に対して，初期水準を税率倍しただけ引き下げる効果をもつ。以後はこの

水準を維持する。資本には何の効果ももたない。

　利子税の効果

　　　　　ム月一2θ。卿励＊一θγ（λ十γ）尾＊

　　　　　∫o＝一β20r尾＊ノ亙尾＊一0r（λ十γ）冶＊

　　　　　z危一一〇。炉／亙尾＊

　　　　　c（i）一。＊一M。尾辛／肋＊一0。（λ十r）后＊十［（λ一β呈）θ。炉／肋＊コeβ室’

　　　　　尾（f）＝尾＊一θ。榊肋＊十（θ。石ノ扱＊）e貝。！

　消費はジャンプして（？）減少した後，その水準から指数的に減少して工。の水準に自

る。資本は初期の定常状態から指数的に減少して工此の水準に至る。

　貯蓄税の効果

　　　　　ム＝一λ舳＊ノ砂L0ψ：1＝

　　　　　∫o＝一β2θ2尾＊／亙ゐ＊一〇品γ冶＊

　　　　　ム比＝一θ岳卿脇＊

　　　　　c（ま）皇。＊一〃蛆尾＊／励＊一θ岨γ尾＊十［（λ一β・）θ母后＊／厄尾＊コeβ・’

　　　　　冶（オ）’尾＊一触＊ノ肋＊十（θ里卿峨＊）eβノ

　貯蓄税の効果は利子税の効果と非常によく似ている。しかし0・＝0・で税率が同じ時，
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資本に対する効果は同じであるが，消費水準は刹予祝の方が大きく低下する。

　賃金税の効果

　　　　　　　　　工。一一θ舳（o＊一尾＊），∫。＝一θ㎜（o＊一助＊）

　　　　　　　　工F　O

　　　　　　　　　c（’）＝c＊一0ω（c＊一助＊），尾（彦）一尾＊

　c＊一淋一∫（炉）一∫”（伊）尾＊＞Oだからム，ハは負である。消費水準は初期に前の定

常状態から∫。だけ低下し，その後その低下した水準を維持する。資本に対しては何の効

果ももたたい。
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